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1　は　じ　め　に

東北の北上山地などの放牧飼養地帯を基盤とする．日本

短角種牛についての発育・産肉特性に関する多くのデータ

が，F日本短角種の現場後代検定基礎調査事業』1）の実施

によって収集されている。

この情報を試験研究において活用することにより，各供

試牛の種雄牛の違いに起因する産肉成績への影響が把握で

き，試験成績の解析精度が高くなることが期待できる。ま

た，個々の試験成績を現実の日本短角種の生産技術水準と

比較することができ，さらに試験開始前において研究目的

に応じた種雄牛の選択が可能となる。

そこで，これを研究技術情報データベースとして利用で

きるように整理した。

表1種雄牛リスト（本：本登録　予：予備登録）

2　試　験　方　法

日本短角種牛の種雄牛83頑［表1］を選び，その産子892

頑分の去勢肥育牛の産肉成績を．岩手県内の生産現場から

収集・整理した。データベースに取り込んだ測定項目は，

出荷年月日．種雄牛の番号，枝肉重量（短），肥育期間中

のl日当たり増体量（厄／日），皮下脂肪の厚さ［3簡所

及び平均値］（伽），ロース芯面積（d），脂肪交雉評点，

調査地区の番号，四分体の切断部位であった。また，これ

らのデータから，産肉成績における各種雄牛の特徴を視覚

的に把握出来るようにするため，BASICによる散布図プ

ログラムを作成した。

皮下脂肪厚の測定部位は．正中線切断面に直角に曲尺を

あて，皮下脂肪と交わったところを皮下脂肪厚3とし，そ

こから皮下脂肪面に沿って辣突起方向に10cIn及び15皿離れ

たところを．それぞれ皮下脂肪厚2及び同1とした。
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3　試験結果及び考察

デTタの形式は．BASICのDATA文及び市販の表計

算ソフト（ロータス123）とした。

このデータを用いた研究上の利用例を，BASICによる

散布図によって示すため，表示項目を以下の7種類に整理

した。

－171－

項目番号　内　　容

（D　　棒雄牛の番号

（診　　枝肉重量（k）

（診　　肥育期間中の1日当たり増体重（厄／日）

（参　　皮下脂肪の厚さ（皿）

⑤　　ロース芯面積（Cボ）

なお，枝肉の切断部位が第6・第7胸椎間
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の場合はそのまま∴第5・第6胸椎間の場合

は＋3．8に修正

⑥　脂肪交雑評点

（診　精肉量推定値（kg）

⑦＝．492×②－．糾×④＋．488×⑤＋33．31で算出

図1－1にⅩ軸として④皮下脂肪厚，Y軸として⑤ロー

ス芯面積を選択し，892頑分全てのデータを＋で図示し，

同時に東北農試・総研2チームの試験成績（S＝さわやか

ビーフ；P＝プリンスビーフ）を例示した。また図1－2

には，図1－1と同様の座標軸において，種雄牛＜Nm78＞
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図1－1X軸は④皮下脂肪厚．Y軸は⑤ロース芯面積。
892頑分全てのデータを＋で表示。これに，東
北農式・総研2チームの試験成績（S＝さわや
かビーフ：P＝プリンスビーフ）を例示。

ロ
ー
ス
芯
面
積

皮下脂肪厚

図1－2　種雄牛＜恥78＞の産子牛データを△で，＜Nn3＞
を歯で，＜Nh62＞を◎で表示。

4　ま　と　め

以上のような方法でこれらの情報を利用することにより，

各供式年の種雄牛の違いに起因する産肉成績への影響が把

振でき，試験成績の解析精度が高くなるものと思われる。

また．個々の試験成績を現実の日本短角種の生産技術水準

と比較することが可能となる。さらに，試験開始前におい

の産子牛データを△で，＜Nm3＞を園で．＜Nm62＞を◎で

示した。

図1－1から明らかなとおり．皮下脂肪の厚さとロース

芯面積との間には相関がみられなかった。これにさわやか

ビーフ（粗飼料多給肥育の去勢牛）とプリンスビーフ（雄

肥育牛）の成績をプロットしたところ，前者は皮下脂肪が

薄いこと，後者は皮下脂肪の薄さに加えてロース芯面積が

大きいこと，これらが特徴的であることが明らかとなった。

また図1－2から，種雄牛＜恥78＞の産子は皮下脂肪が

厚く，＜N83＞は比較的薄い傾向があることが明らかとなっ

た。種雄牛＜恥62＞は皮下脂肪は薄く，同時にロース芯面

積が大きいという極めて好ましい特徴を備えていることが

示された。

図2にⅩ軸として④皮下脂肪厚，Y軸として⑥脂肪交雉

を選択し，892頑分全てのデータを十で図示した。このう

ち種雄牛＜軋32＞の産子牛データを◎に．＜Nm78＞を△に，

＜恥62＞を圏にそれぞれ変更した。

皮下脂肪厚と脂肪交雑との間に正の相関（r＝0．126‥

（n＝892））がみられ，種雄牛＜仙62＞の産子は皮下脂肪が

薄く，脂肪交雑も少なかった。脂肪交雑を入れるためには，

ある程度皮下脂肪が厚くならざるを得ないことが理解でき

る。しかし，種雄牛の違いに起因する特徴が認められ．

＜No．78＞は皮下脂肪が厚いにも関わらず．脂肪交雑は少な

かった。一方＜Nn32＞は，皮下脂肪の厚さの割に脂肪交雑

が多い，好ましい特徴を持っていた。
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図2　Ⅹ軸は④皮下脂肪厚，Y軸は⑥脂肪交雑。892頭分
全てのデータを＋で表示。このうち種雄牛＜恥32＞

の産子牛データを◎に．＜Nm78＞を△に，＜恥62＞
を圏にそれぞれ変更して表示。

ては，研究目的に応じた種雄牛の選択ができるものと期待

される。
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